
みどりの
食料システム戦略

食料・農林水産業の生産力向上と
持続性の両立をイノベーションで実現



単位：億t-CO2 換算（2007-16年平均）
出典：IPCC 土地関係特別報告書（2019年）

出典：農林水産省「2020年農林業センサス」、「2015農林業センサス」（組替集計）、
「2010年世界農林業センサス」（組替集計）
基幹的農業従事者：15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に
従事している者をいう。

総排出量
11億5,000万t-CO2

（2020年度）

出典：国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）

出典：気象庁ホームページ
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単位：万t-CO2換算
＊温室効果は、CO2に比べメタンで25倍、N2Oでは298倍。

農林水産分野の排出量
5,084万t-CO2（4.4％）

りん酸アンモニウム（P） 塩化カリウム（K）
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出典：財務省貿易統計等を基に作成（2021年7月～2022年6月）

年平均気温偏差
5年移動平均値
長期変化傾向



地球の変化に関する各項目について、人間が安
全に活動できる範囲内にとどまれば 、人間社会は
発展し繁栄できますが、境界を越えることがあれ
ば、人間が依存する自然資源に対して回復不可能
な変化が引き起こされます。

9つの環境要素のうち、種の絶滅の速度と窒素・
リンの循環については、不確実性の領域を超えて
高リスクの領域にあり、また、気候変動と土地利
用変化については、リスクが増大する不確実性の
領域に達しています。

出典:Stockholm Resilience Centre
(illustrated by Johan Rockström and Pavan Sukhdev, 2016)に
環境省が加筆

SDGsの17 ゴールを階層化したとき、
自然資本は他のゴールの土台となります。
自然資本から生み出される様々なものを
活かすことで、私たちの社会は成り立っ
ており、自然資本を持続可能なものにし
なければ他のゴールの達成は望めません。

出典:Stockholm Resilience Centre
(illustrated by Johan Rockström and Pavan Sukhdev, 2016)に加筆

世界全体の生物多様性はこれまでに
ない速さで失われています。

2022年12月に開催された生物多様
性条約COP15では、生物多様性に関す
る新たな世界目標である「昆明・モン
トリオール生物多様性枠組」が採択さ
れました。同枠組では、2030年までに
達成すべき23のターゲットが定められ、
緊急な行動を起こすことが求められて
います。

昆明・モントリオール生物多様性枠組の主なターゲット
概要

保護地域等 世界の陸地と海洋のそれぞれ少なくとも30％を保護地域
及びその他の効果的な手段（OECM）により保全する（30
by 30）。

野生種の利用 乱獲を防止するなど、野生種の利用等が持続的かつ安
全、合法であるようにする。

汚染 環境中に流出する過剰な栄養素や、農薬及び有害性の
高い化学物質による全体的なリスクを、それぞれ半減す
る。

農林水産業 農業、養殖業、漁業、林業地域が持続的に管理され、生
産システムの強靭性及び長期的な効率性と生産性、並
びに食料安全保障に貢献する。

ビジネス ビジネス、特に、大企業や金融機関等が生物多様性に
係るリスク、生物多様性への依存や影響を開示し、持続
可能な消費のために必要な情報を提供するための措置
を講じる。

廃棄量の削減 適切な情報により持続可能な消費の選択を可能とし、グ
ローバルフットプリントの削減や、食料の廃棄を半減、過
剰消費を大幅に削減する。

生物多様性の新たな世界目標










